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八書評と紹介Ｖ
中
河
原
喬
著
『近世北海道行刑史』
本書は、中世以来、蝦夷地にアイヌの人々と共存し、さらに近
世における蝦夷地開拓を支えてきた人達の姿を、特に行刑史とい
う視角からの歴史書にまとめ上梓したものである。著者の「まえ
がき」には、「本署は、近世初期北海道渡島半島の一隅を占拠し
た、和人集団の頭領松前氏の藩創成より、江戸幕府崩壊まで二転
三転ずる為政者の、蝦夷地開拓の大義名分を隠れ蓑に行われた、
収奪の歴史的経緯を見、その空間に起こる犯罪と刑罰の有り方を
探り、牢屋敷の実態に触れ、幕末に設置された石炭掘寄場・人足
寄場の、刑事政策的効用と、その今日的意義を探究するものであ
る」と記してある。したがって、蝦夷地における松前藩の成立よ
り江戸幕府の滅亡に至る間の刑事政策実態を明らかにしようとし
たものであるが、内容的には文化四年二八○七）東西蝦夷地全
域を直轄化したとき以降に重点が置かれている。勿論それは、こ
の時期から対外政策と蝦夷地経営の刷新がはかられ、司法・行政
面の改革もようやく本格化してくるからである。
次に本書の構成とふることにしよう。
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近
世
の
蝦
夷
地
は
本
土
と
異
な
っ
て
土
地
生
産
力
を
主
体
と
し
た
石
高
制
は成立していない。したがって、松前藩は蝦夷地における交易の
独
占
権
こ
そ
藩
存
立
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
独
特
の
「商場知行制」から、享保～寛保（一七一六～四三）には「場所
請負制」が確立していくことになる。しかし、寛政十一年二七
九九）に東蝦夷地が幕府直轄化していくことにより行政機構も逐
次整備し、文化四年には、西蝦夷も上知されている。そして、文政
四年には松前氏の旧領復帰が許され幕末・維新に至っている。こ
れらの歴史は、すでに関係史書によって明らかにされているが、
本書はこのうち刑事政策と犯罪動向にスポットを当て、その具体
的内容について解明している。また、地域を統轄していくための
地方機構や町役人の実態について詳記していることが注目され
る。松前藩については、『藩史大事典』第一巻（雄山閣）などに
よって、藩の職制の大綱その他を、一応知ることができるが、幕
府
直
轄
化
以
降
を
含
め
、
町
奉
行
や
町
役
人
の
職
務
内
容
や
役
割
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
地
方
行
政
の
実
態
を
理
解
し
て
い
く
た
め
に
あ
き
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わめて有益である。また、獄制や寄場については、従来、何分に
も特殊な個別研究の分野に属しているため、内容・実態について
は
不
明
確
な
点
が
多
か
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
も
本
書
の
内
容
は
貴
重
で
あ
る。一般に寄場は単に鉱山の項に含まれ、石川島人足寄場がよく
知られている。しかし、蝦夷地の地域を含めることによって、さ
ら
に
幅
広
く
究
明
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
承
う
け
ら
れ
る
。
特に本書は、乏しい史料によりながら行刑史を考察したという
だ
け
で
は
な
い
。
考
証
史
料
の
調
査
の
過
程
で
、
天
保
年
間
の
松
前
町
吟
味
役
工
藤
茂
五
郎
の
執
務
日
記
で
あ
る
「
工
藤
長
栄
日
記
」
三
巻
を
発
見
。
ま
た
、
本
村
家
文
書
の
他
、
「
村
岡
文
庫
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
松
前
牢
医
村
岡
玄
眠
・
啓
斎
の
牢
囚
診
療
記
録
に
出
会
う
な
ど
、
貴
重
な
史
料
の
発
見
や
利用などによって、きわめて内容が充実していることを十分に感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
巻
末
に
は
三
八
点
に
及
ぶ
関
係
文
書
が
「
史
料編」として収録されている。これらの中には、本書の研究を補
足するための重要な史料が含まれている。
また、本書は、「獄制」や「寄場」など類書の少ない行刑史の
分野が明らかにされているというだけではなく、近年、一段と注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
蝦
夷
地
の
地
域
性
を
理
解
し
て
い
く
う
え
に
も
、
き
わ
め
て貴重な成果である。しかも法政大学史学会員である著者が、こ
う
し
た
好
著
を
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
何
と
い
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
あ
る
と
いってよい。〔一
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講師で「科学史」など担当。
昭和六十一年（一九八六）四月、佐賀市で「幕末佐賀を探る
ｌ新史料に見る幕末洋学の実態と史的意義Ｉ」を主題とする
研究大会（講演・シンポジウム）が開催された。それまで洋学史
研究会（杉本勲代表）は西南日本の雄藩を中心に根本史料にもと
づく西洋文明との出会いの究明に従事し、公私の助成金を得て数
々の業績を挙げ、中間報告ともいうべき『西南諸藩の洋学』を世
に間うていた。この大会を機に佐賀在住の同志も参加して、大会
発表・講濃をもとにして構成したのが本書である。
編者の法政大学との関係は昭和二十四年に遡り、現に通信教育
部史学科の教材『日本科学史』の著者として添削もされている。
執筆陣のうち大森・向井両氏は法政の大学院出身、また矢部氏は
本書は次の五部に分け十二論文を収める。（便宜番号を付す）
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杉
本
勲
編
『近代西洋文明との出会い
ｌ
黎
明
期
の
西
南
雄
藩
ｌ
』
安
岡
昭
男
２杉谷昭「西欧文明との接触ｌ佐賀藩と観光丸１」
幕末佐賀藩では「武篇」重視、「学文」軽視の『葉隠」が、藩
校弘道館教授古賀穀堂により修正されたが（一八○六）、「蛮学」
の奨励が開花したのは藩主鍋島斉正（直正）の時代であった。嘉
永六年、佐賀藩士本島藤太夫らのロシア軍艦。〈ルラダ号蒸気機関
など見学、安政元年、藩主斉正らのオランダ蒸気軍艦スンビン号
１杉本勲「幕末洋学における西南雄藩の位置一
総論の形で、まず以下の問題点を示す。⑩蘭学の創始、②蘭学
の比重の転換、③反射炉、③精煉方、⑤海軍の建設、⑥蘭学から
英学へ、の六つである。江戸に発祥した蘭学は西南諸藩では京坂
よりかなり遅れ、天保期になって発達の途につき、福岡・鹿児島
・佐賀各藩で軍事科学としての蘭学振興がはかられた。佐賀藩の
蘭学寮は最初は医学寮内におかれ、のち火術方に移転しており、
反射炉建設も伊豆韮山より早い。化学工業を中心とする研究機関
である精煉方の設置年代は福岡二八四七）、鹿児島（一八五一）
佐賀（’八五二）の順で、幕府が蕃書調所の部局として開設した
のは一八六○年である。精煉方の要員は軍艦建造も研究するが、
か
わ
り
じ
た
か
た
他方外国船輸入の見返り特産口叩のため佐賀藩は「代品方」を設け
ており、蘭学より英学への転換でも他藩より優先したと見られ
る。西南雄藩のうち、蘭癖大名の専制権力下に海防策と直結した
祥学Ⅱ軍事科学の育成をなしとげた鹿児島（島津斉彬）、佐賀（鍋
島直正）両藩は互角の間柄であったが、斉彬が早く急死し直正の
主導下に佐賀藩が近代化の先頭を切るにいたったと説く。
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４
飯
田
賢
一
「
佐
賀
藩
の
技
術
選
択
ｌ
な
ぜ
熔
鉱
炉
を
設
け
な
か
っ
た
か
ｌ
」近代製鉄技術受容の前提として、幕末までに西欧冶金学・化学
の
理
解
が
整
っ
て
い
た
と
し
、
佐
賀
藩
の
共
同
訳
業
と
い
え
る
オ
ラ
ン
ダ
の
技術書『鉄砲全書』（ヒュゲェエン原著一二八六）を手がかりと
し
て
技
術
導
入
発
展
の
解
明
を
試
承
る
。
反射炉と溶鉱炉は混同されがちだが、反射炉は溶鉱炉でつくら
れ
た
銑
鉄
を
溶
解
・
精
錬
す
る
の
で
あ
る
。
佐
賀
藩
で
は
日
本
最
初
の
反
射
炉（一八五○）を築造したが、溶鉱炉は建設せず、ヨーロッ．〈銑
を陶器・白蝋・石炭など国産の「代り品」により輸入し、工業化
・技術近代化の活路を見出した。この技術選択を評価している。
３
長
野
暹
「
在
来
技
術
と
移
入
技
術
の
接
点
ｌ
佐
賀
藩
の
鉄
製
大
砲
鋳
造
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
佐賀藩が諸藩に先がけて反射炉を築造できた要因を、財政改善
の面、在来技術との関連から検討し、佐賀では主に職人層を軍事
集
団
に
組
承
入
れ
て
お
り
、
そ
の
体
制
が
大
砲
製
造
に
も
集
中
的
に
活
用
さ
れたと解して、在来技術の集約の上に移入技術を導入定着させた
のが、鉄製大砲鋳造を成功させたと見ている。
見学に続く、安政二年、観光九（スンピン号改称）による海軍伝
習を「幕府と佐賀藩のために設けられたといっても過言ではなか
っ
た
」
と
述
べ
る
。
伝
習
の
実
態
・
内
容
は
６
羽
場
論
文
が
扱
っ
て
い
る
。
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５岩松要輔「英学校・致遠館」
長崎に佐賀藩が立てた致遠館は、同地に幕府が設けた英語学校
「
済
美
館
」
と
並
び
称
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
無
か
っ
た
。
論
題
は
英
学
校
と
致
遠
館
で
な
く
、
英
学
校
と
し
て
の
致
遠
館
で
あ
り、致遠館の旧称は蕃学稽古所（または蕃学所、洋学所）であっ
た
。
佐
賀
の
「
英
学
発
心
」
は
文
久
元
年
と
い
う
。
蘭
学
寮
指
南
役
小
出
千
之助らの運動により、秀島蔵之助・中牟田倉之助・石丸虎五郎三
名が英学稽古のため長崎に学ぶ。慶応元年以降の後期英学伝習生
らは、前期
三
名が海
軍
研究で
あ
ったの
に
比し、
研
究分野
は
理科・
経済など多岐にわたるが、これは良師フル．ヘヅキを得たからとす
る。蕃学所の致遠館への改称は慶応四年八月二十五日であり、
『大隈伯昔日認』『鍋島直正公伝』などが、慶応三年以前に大隈
重信・副島種臣らの力で致遠館を設立したように説くのは誤りと
いう。なお、明治二年フルペッキ上京に伴い、約一年半で自然廃
校の形になるまでの同校の機構・経費・生徒・学習方法などを具
体的に跡付ける。
６羽場俊秀「長崎海軍伝習所と佐賀藩」
オランダ海軍士官・ヘルスライヶン（一八五五～五七）、カッテ
ンダイヶ（一八五七～五九）を長とする長崎海軍伝習に、佐賀藩
四八名、福岡藩二八名、鹿児島藩一六名、と九州諸藩から多く参
加し、二回派遣した佐賀藩は質量とも他藩を凌駕していた。
長崎伝習の閉鎖後も佐賀藩では「伝習帰り」の者を教官として
海軍学寮を三重津に設け、監督は佐野常氏、教官は中牟田倉之助
一一一
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７酒井シヅ「佐賀藩の医学」
佐
賀
藩
が
藩
医
に
蘭
方
医
を
登
用
し
た
の
は
寛
政
三
年
二
七
九
二
で
あり他藩に比べて特に早い時期とは言えないという。仙蘭方医の
登用、②種痘の導入、③課業法と医学寮再興、③医業免札制度、
⑤西洋医学への転換、の順にたどるが、医学察（天保五年設立、
責任者の島本龍輔は佐賀蘭学の祖といわれ、嘉永元年役）は嘉永
四年再建し、そこに蘭学寮が付設された。安政五年医学寮が独立
して好生館となり医学西洋化に拍車がかかった。佐賀藩では医師
すべてを西洋医によることを決め、免札制度によって漸次実施し
・真木長義らであった。
長崎伝習は『日本工業教育成立史の研究』（三好信浩）に拠り、
第
一
段
階
（
安
政
元
年
閏
七
月
～
九
月
）
ス
ン
ピ
ン
号
公
開
に
よ
る
試
乗
伝
習、第二段階（安政二～四年）オランダ政府派遣第一次教育班に
よる伝習、第一一一段階（安政四年九月～六年二月）同第二次教育班
に
よ
る
伝
習
、
の
三
段
階
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
区
分
に
対
し
、
本
格
的
伝
習において、オランダ側からは第一期スンピン・ヤシ。ハン・エド
三艦の乗組員を艦長から水夫まで一気に養成、第二期は士官入門
教育（欧米並永の陸上兵学校集合教育）の二期に、日本側からは
第一期八六名はオランダ第一期の方針通りで、第一一期九六名は第
一期の補充追加（スキッ．ハー、エンジニア、旗本の子弟、箱館・
新潟奉行所員、江川代官所員、長崎地役人）、第一一一期一一一一一一名は士
官入門教育、という三区分をとる説もある（藤井哲博「長崎海軍
伝習所」軍事史学会関西支部例会発表、一九九○・｜・二七）。
書評と紹今
９大森實「シーポルトと〃かえでの葉“ｌライデン国立膳葉館
所蔵のタヵォカニデの葉の標本集についてｌ」
オランダの国立惜葉館衷｝宙匠の吾閏旨日にあるシーポルト収集
にかかる日本植物の膳葉（おしば）の標本について、調査成果の
８
矢
部
一
郎
「
鹿
児
島
・
佐
賀
の
本
草
学
ｌ
西
洋
博
物
農
・
農
学
受
容
の
一
側
面
ｌ
」
鹿児島大学玉里文庫所蔵の鳥類誌翻訳書、自然物名対訳辞典、
植芸日記の訳稿（川本幸民）ほか、佐賀好生館所蔵の博物学書、
佐賀県立図書館鍋島本藩文庫所蔵の写本「十品考」、武雄鍋鳥家
旧蔵の脂葉標本などを通じて、鹿児島・佐賀・長崎における西洋
博物学・農学の受容を眺めている。筆者は『幕末の洋学』（中山
茂編、ミネルヴァ書房、一九八四年）「本草学」の項の執筆者。
江戸時代、西洋植物学への関心は植物分類に集中、それも分類体
系よりも舶来植物の実物、そのオランダ語名・ラテン名と対応す
る和漢名であり、また在来の和漢種に対する洋名なので、いわゆ
る名物学的関心であり、西洋植物学は実学につながらなかったこ
とを指摘している。
たのである。島本に師事した相良知安は新政府医学取調掛となっ
た
の
で
、
独
自
の
免
札
制
度
な
ど
佐
賀
方
式
が
新
制
度
に
影
響
す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
医
学
教
育
の
全
国
統
制
が
進
む
な
かで、外人教師も雇った佐賀の医学校が廃止されたのは、財政上
の
問
題
と
、
長
崎
に
近
い
こ
と
も
不
利
に
働
い
た
と
見
て
い
る
。
一
一
一
一
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、斎藤信「大庭雪斎の『訳和蘭文語』について」
大槻玄沢のオランダ語入門書『蘭学階梯』（一七八八）によれ
ば
、
蘭
語
学
習
に
二
通
り
の
方
法
が
あ
り
、
一
は
長
崎
通
詞
ら
の
方
法
、
一
は原書を読糸翻訳する蘭学者の方法である。後者には辞典式の単
語帳をつくる「旧法」と、まず文法を学ぶ「新法」があり、中野
柳
圃
の
門
人
馬
場
貞
由
の
江
戸
移
住
に
よ
り
、
「
新
法
」
が
江
戸
に
も
た
ら
されたという。
佐賀藩の医官大庭雪斎（一八○五～七二）は島本良順（龍輔）
に
就
て
蘭
学
を
修
め
、
さ
ら
に
大
坂
に
出
て
、
中
天
源
、
緒
方
洪
庵
に
学
び
佐賀に帰りニートシカッ。ヘイ文法」と呼ばれた原典を安政二年
～
四
年
に
訳
刊
し
た
。
こ
れ
が
『
訳
和
蘭
文
語
』
五
冊
で
あ
る
。
緊
迫
し
た
時
勢
が
も
は
や
原
本
に
よ
る
時
間
を
か
げ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
を
許
さ
な
か
一端を紹介。筆者は法政大学フォン・シーポルト研究会『シーポ
ルト研究』第二号および第三・四号「シーポルト研究論集』に「
伊
藤
圭
介
か
ら
シ
ー
ポ
ル
ト
に
贈
ら
れ
た
謄
葉
標
本
に
つ
い
て
」
ｌ
ｌ
を
発
表している（一九八三・八五）。ここでは、かえでの葉の謄葉標
本集をフィリップ・フランッ・フォン・シーポルトに贈与した人
物は、筑前藩第十代藩主黒田斉清で、贈与の日は、文政十一年三
月五日（一八二八・四・一八）であったと結論する。場所は長崎
出島のオランダ商館であり、商館長日誌同日の条に筑前藩主斉清
と
養
子
（
斉
溥
）
来
訪
の
記
事
が
あ
る
。
な
お
筆
者
が
言
及
し
て
い
る
の
は
歴史学と植物学の両面からの検討により、日本植物脂葉標本の価
値
と
意
義
が
一
層
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
四
十
二
号
Ⅱ向井晃「海外情報と幕末の九州」
鎖国時代の定期的な海外情報として和蘭風説書と唐風説書が幕
府
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
阿
片
戦
争
時
か
ら
は
和
蘭
別
段
風
説
書
が
詳
し
い情報を提供し、のち島津・黒田・鍋島の大名らにも回達されて
いる。諸藩は長崎に情報収集の聞役を置き、唐蘭船出入りを伝達
す
る
奉
行
所
関
係
者
か
ら
、
聞
役
ら
の
才
覚
で
風
説
書
写
を
入
手
す
る
こ
と
もできた。
筆者は日蘭学会・法政蘭学研究会編『和蘭風説書集成』上下
（吉川弘文館、’九七七・七九）の共同校注者であり、島津斉彬
・鍋島直正の場合のほか、保守的と思われる公家が意外に海外情
報を入手していた例を幾つか挙げる。また慶応三年、大宰府五卿
の
う
ち
三
条
実
美
は
従
者
尾
崎
三
良
を
長
崎
視
察
に
派
し
、
東
久
世
通
禧
は
自身長崎に密行しフルベッキ、ポードインらに会い、のち新政府
で外交の任を担う。つぎに「民間学者と海外情報」では豊後日田
の
漢
学
塾
と
し
て
知
ら
れ
る
威
宜
園
の
広
瀬
淡
窓
と
末
弟
広
瀬
旭
荘
が
収
集
した風説書などを含む資料を「広瀬家先賢文庫並びに威宜園図書
館所蔵洋学関係写本・刊本目録」として掲載している。
、
、
、酒井泰治「洋学的観点より見た史料『松乃落葉』Ｉ語いの分
析による西欧文化受容の例ｌ」
『松乃落葉』は直正側近の佐賀藩士本島藤太夫の編著であり、
ったにせよ、この種〃虎の巻〃的な訳本の出現が語学力の低下を
招
く
一
因
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
と
す
る
。
一
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先年、杉本勲・酒井泰治・向井晃編『幕末軍事技術の軌跡佐賀
藩
史
料
「
松
乃
落
葉
に
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
思
文
閣
出
版
一
九
八
七
年）。これは幕末維新期の西欧軍事科学・技術導入の様相を知る好
史料といえる。
本書を理解する難点の一つは軍事用語とりわけ外来語の問題で
あるとして、筆者は語彙の面から洋学文化史的に検討を加える。
例
え
ば
佐
賀
藩
火
術
方
で
の
オ
ラ
ン
ダ
流
砲
術
の
内
容
と
し
て
、
モ
ル
チ
ー
ル、ホーウイヅスルの二種の砲が利用されたが、原綴および意味
として、日○三の円（臼砲）ご巨三の庁の【（榴弾曲射砲）を示してい
る。旧来の慣用語ではカピタン、マタロス、ターフル、。〈ソなど
も取上げてある。仮名や漢字を活用し、音訳・意訳を併用しなが
ら、内容と共に正確な日本式表記法が徐々に確立されたのを跡付
け
よ
う
と
す
る
が
、
語
彙
例
は
多
く
た
い
し
、
続
編
を
含
め
た
今
後
の
探
求
を期している。
ほかに参考文献・関係略年表・索引（人名・事項）を付す。各
篇
で
若
干
重
な
る
部
分
も
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
記
述
で
補
い
あ
っ
て
い
る
が
、
西
南
雄
藩
と
の
つ
な
が
り
の
面
で
も
異
な
り
、
方
法
内
容
と
も
多
様
な
論
稿
を
、
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
、
刊
行
ま
で
に
運
ん
だ
編
者
の
労
を
察
し
た
い。
〔Ａ５判三○三頁四七一一一八円恩文閣出版〕
書評と紹介
（一二一一一頁より続く）
文
」
を
上
・
中
・
下
巻
に
わ
け
復
刻
し
て
い
る
の
で
利
用
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
回
の
報
告
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
日
本
近
代
政
治
外
交
史
研
究会会報第三巻第一一一号（通巻十一一一号、一九八五年二月二十日発
行）の「台湾殖民地研究と台湾総督府文書に付いて」桧山幸夫氏
の論文に負う所が大きいのであわせて参考にしていただきたい。
この台湾総督府公文類纂は、日本がはじめて外国の領土を植民地
と
し
五
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
住
民
に
日
本
教
育
を
ほ
ど
こ
し
て
来
た
歴
史がつづられている貴重な史料であり、日本近代史を学ぶものに
とって、まさに植民地研究をとく鍵を秘めた宝庫であるといって
よいだろう。
最後に、朝鮮総督府文書については、ある程度残されているの
を釜山の政府記録保存所で見ることができたという安岡先生の御
教
示
を
つ
け
く
わ
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
Ｐ
一
五
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